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疑

議

案

質

人
事
院
勧
告
に
よ
る

給
与
減
額
は

請
　
　
願

陳
　
　
情

意 

見 

書

都
市
計
画
税
の
旧
３
町
地
域
へ
の

課
税
に
つ
い
て

質
疑

答
弁

　
全
議
案
に
対
す
る
質
疑
は
、
12
月
７
日
に
行
わ
れ
、
６
人
の
議
員
が
19

項
目
に
及
ぶ
質
疑
を
し
ま
し
た
。

　
そ
の
主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

今
回
の
人
事
院
勧
告
に
よ
る
給

与
改
定
に
つ
い
て
、
平
均
と
総

額
で
い
く
ら
減
額
と
な
る
の
か
。

【
総
務
部
長
】

今
回
の
給
与

改
定
は
人
事
院
勧
告
に
よ
り

行
っ
た
も
の
で
、
給
料
で
０
・
２
カ
月

分
、
期
末
勤
勉
手
当
夏
冬
合
わ
せ
て
０
・

３
５
（
冬
０
・
１
５
）
カ
月
分
そ
れ
ぞ

れ
減
額
。
58
歳
の
部
長
で
約
８
万
７
千

円
、
45
歳
の
係
長
（
妻
と
２
人
の
子
扶

養
）
で
約
６
万
６
千
円
、
30
歳
の
主

事
（
独
身
）
約
３
万
２
千
円
そ
れ
ぞ
れ

減
額
す
る
が
、
役
職
加
算
を
復
元
し

た
結
果
、
総
額
で
は
全
会
計
で
３
２
，

７
７
１
，
０
０
０
円
の
減
額
と
な
る
も

の
で
あ
る
。　
　
　
　
　

（
総
括
方
式
）

【
質
疑
】
都
市
計
画
税
の
税
率
を
０
・

３
％
か
ら
０
・
２
３
％
に
変
更
し
た
理

由
と
根
拠
は
。

【
税
務
部
長
】
税
率
の
決
定
に
当
た
っ

て
は
、
現
在
の
経
済
動
向
や
旧
３
町
に

は
下
水
道
事
業
以
外
に
新
規
に
政
策
決

定
さ
れ
た
都
市
計
画
事
業
が
な
い
こ
と

な
ど
を
考
慮
し
、
０
・
２
３
％
に
決
定

し
た
の
で
ご
理
解
賜
り
た
い
。

【
質
疑
】
そ
も
そ
も
都
市
計
画
事
業
は

都
市
計
画
税
で
は
賄
え
な
い
。
本
来
は

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
計
上
さ

れ
た
事
業
費
に
、
税
の
充
当
率
を
乗
じ

て
算
出
さ
れ
る
も
の
と
思
う
。
今
回
の

税
率
の
決
定
は
、
最
初
に
税
額
を
決
定

し
、
そ
の
税
額
を
課
税
標
準
額
で
除
し

て
得
た
率
で
は
な
い
の
か
。

【
税
務
部
長
】
都
市
計
画
事
業
費
は
約

20
億
円
、
税
は
約
５
億
円
で
あ
る
。
税

率
を
０
・
３
％
と
し
た
場
合
、
税
額
は

約
６
億
４
千
万
円
で
充
当
率
は
約
27
％
。

制
限
率
上
限
の
０
・
３
％
に
し
て
も
事

業
費
の
半
分
に
も
満
た
な
い
こ
と
や
、

            (

次
ペ
ー
ジ
に
続
く)

　

継
続
審
査
に
な
っ
て
い
た
請
願
３
件

及
び
今
定
例
会
に
上
程
さ
れ
た
請
願
３

件
は
、
関
係
常
任
委
員
会
に
お
い
て
慎

重
に
審
査
を
行
い
、
12
月
10
日
の
本
会

議
で
次
の
と
お
り
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

▲
請
願
第
３
号　

介
護
保
険
に
関
す
る

請
願
（
採
択
）

▲
請
願
第
６
号　

「
公
立
」
の
ま
ま
で

筑
西
市
民
病
院
の
存
続
と
充
実
を
求

め
る
請
願
（
継
続
審
査
）

▲
請
願
第
７
号　

政
府
が
み
ず
か
ら

決
め
た
備
蓄
ル
ー
ル
に
基
づ
い
て
、

20
万
ト
ン
規
模
の
政
府
米
買
い
入
れ

を
求
め
る
請
願
（
採
択
）

▲
請
願
第
８
号　

「
下
館
綜
合
卸
セ
ン

タ
ー
」
の
地
区
計
画
制
度
の
導
入
に

関
す
る
請
願
（
採
択
）

▲
請
願
第
９
号　

八
ッ
場
ダ
ム
中
止
問

題
に
つ
い
て
の
請
願
（
採
択
）

▲
請
願
第
10
号　

八
ッ
場
ダ
ム
の
中
止

を
求
め
る
請
願
（
採
択
）

　
次
の
陳
情
は
、
第
４
回
定
例
会
ま
で
に

受
け
付
け
た
も
の
で
す
。
な
お
、
陳
情

第
13
号
は
、
関
係
常
任
委
員
会
に
お
い

て
慎
重
に
審
査
を
行
い
、
12
月
10
日
の

本
会
議
で
次
の
と
お
り
議
決
さ
れ
ま
し

た
。

▲
陳
情
第
11
号　

精
神
障
が
い
者
の
保
健

福
祉
充
実
に
関
す
る
陳
情
（
議
場
配

布
）

▲
陳
情
第
12
号　

平
成
22
年
度
税
制
改
正

及
び
行
財
政
改
革
に
関
す
る
陳
情
（
議

場
配
布
）

▲
陳
情
第
13
号　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

の
速
や
か
な
廃
止
を
求
め
る
陳
情
（
不

採
択
）

　

議
員
提
出
に
よ
る
意
見
書
案
４
件
は
、

12
月
10
日
の
本
会
議
に
お
い
て
原
案
の
と

お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
意
見
書
は
、

同
日
付
で
政
府
及
び
関
係
機
関
に
送
付
さ

れ
ま
し
た
。

▲
介
護
保
険
に
関
す
る
意
見
書

▲
政
府
が
み
ず
か
ら
決
め
た
備
蓄
ル
ー
ル

に
基
づ
い
て
、
20
万
ト
ン
規
模
の
政

府
米
買
い
入
れ
を
求
め
る
意
見
書

▲
八
ッ
場
ダ
ム
中
止
問
題
の
意
見
書

▲
八
ッ
場
ダ
ム
の
中
止
を
求
め
る
意
見
書
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分
庁
舎
方
式
が
サ
ー
ビ
ス
の

低
下
に
つ
な
が
ら
な
い
か

手
数
料
条
例
の
改
正
の
根
拠
は

経
済
状
況
、
旧
３
町
地
区
に
新
た
な
事

業
が
な
い
こ
と
な
ど
、
住
民
感
情
等
を

考
慮
し
、
０
・
２
３
％
に
決
定
し
た
の

で
ご
理
解
賜
り
た
い
。

【
質
疑
】
都
市
計
画
税
は
目
的
税
で
あ

る
の
で
何
ら
か
の
恩
恵
が
あ
る
べ
き
と

思
う
が
。

【
税
務
部
長
】
議
員
ご
指
摘
の
と
お
り

で
あ
る
。

（
一
問
一
答
方
式
）

【
質
疑
】
手
数
料
改
正
の
理
由
は
、
①

３
年
に
一
度
見
直
す
と
さ
れ
て
い
る
。

②
手
数
料
は
適
正
な
料
金
で
あ
る
べ
き

で
あ
る
。
③
コ
ス
ト
に
見
合
っ
た
適

正
な
料
金
が
必
要
。
と
述
べ
て
い
る
が
、

適
正
な
料
金
と
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
。

【
総
務
部
長
】
議
員
ご
指
摘
の
と
お
り

手
数
料
に
つ
い
て
は
３
年
ご
と
に
見
直

し
、
適
正
な
料
金
と
す
る
こ
と
に
し
て

い
る
。
料
金
の
改
正
は
、
公
平
性
を
保

つ
た
め
に
行
う
も
の
な
の
で
ご
理
解
い

た
だ
き
た
い
。

【
質
疑
】
公
平
性
を
保
つ
た
め
に
算
出

し
、
適
正
な
料
金
に
な
っ
た
と
理
解
し

て
い
い
の
か
。
そ
こ
で
尋
ね
る
が
、
適

正
な
算
出
根
拠
を
出
し
、
そ
れ
が
適
正

な
料
金
だ
と
言
っ
て
い
る
が
、
随
分
政

治
的
な
配
慮
が
伺
え
る
。
例
え
ば
、「
広

域
交
付
住
民
票
の
写
し
」
な
ど
は
算
定

額
が
改
正
額
と
一
致
し
な
い
。
そ
の
理

由
は
。

【
市
民
環
境
部
長
】
改
正
額
を
一
気
に

引
き
上
げ
る
こ
と
は
住
民
に
と
っ
て
大

き
な
負
担
に
な
る
た
め
引
き
上
げ
限
度

を
１
・
５
倍
と
定
め
て
い
る
。
そ
の
関

係
か
ら
「
広
域
交
付
住
民
票
の
写
し
」

の
算
定
額
は
３
，
７
７
５
円
だ
が
、
改

正
額
を
４
５
０
円
と
決
定
し
た
の
で
ご

理
解
賜
り
た
い
。

【
質
疑
】
あ
る
も
の
は
算
定
額
が
改
正

額
で
あ
り
、
他
方
は
配
慮
し
、
１
・
５

倍
と
し
て
い
る
。
手
数
料
改
正
に
一
貫

性
が
な
い
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
住

基
カ
ー
ド
の
算
定
額
７
５
０
円
の
と
こ

ろ
改
正
額
は
据
え
置
き
の
５
０
０
円
と

し
て
い
る
。
な
ぜ
、
据
え
置
き
と
な
っ

た
の
か
。

【
市
民
環
境
部
長
】
確
か
に
算
定
額
は

７
５
０
円
で
あ
る
が
、
国
及
び
県
の
動

向
に
か
ん
が
み
、
ま
た
、
３
年
間
特
別

交
付
税
へ
の
算
入
が
あ
る
こ
と
や
、
県

か
ら
の
普
及
拡
大
の
要
請
、
さ
ら
に
は

県
内
各
市
町
村
一
律
５
０
０
円
で
あ
る

こ
と
か
ら
の
特
段
の
配
慮
と
い
う
こ
と

で
ご
理
解
賜
り
た
い
。

【
質
疑
】
前
回
の
19
年
度
の
改
正
の
と

き
、
総
務
部
長
は
３
年
ご
と
に
改
正
を

考
え
て
い
る
が
、
「
次
回
の
見
直
し
ま

で
の
３
年
間
は
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
低

下
さ
せ
る
こ
と
な
く
事
務
処
理
時
間
の

短
縮
や
経
費
の
節
減
を
図
る
努
力
を
各

部
門
で
行
い
、
料
金
に
反
映
さ
せ
る
よ

う
コ
ス
ト
の
削
減
を
図
る
」
と
答
弁
を

し
て
い
る
。
そ
こ
で
尋
ね
る
が
、
改
正

案
は
、
ほ
と
ん
ど
が
市
民
課
関
係
で
あ

る
。
市
民
課
関
係
で
の
コ
ス
ト
削
減
が

達
成
さ
れ
て
い
れ
ば
値
上
げ
に
な
ら
な

か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
過
去
３
年
間
、

ど
の
よ
う
な
コ
ス
ト
削
減
を
図
っ
た
の

か
。
も
う
一
点
、
自
動
交
付
機
の
場
合

の
一
件
当
た
り
の
算
定
額
は
。

【
市
民
環
境
部
長
】
議
員
ご
指
摘
の
と

お
り
市
民
課
関
係
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。

昨
年
５
月
に
住
民
基
本
台
帳
法
の
改
正

が
あ
り
本
人
の
確
認
（
免
許
証
等
）
が

必
要
に
な
っ
た
こ
と
や
、
市
民
に
対
す

る
接
遇
の
改
善
等
で
時
間
が
か
か
る
よ

う
に
な
っ
た
。
交
付
機
の
算
定
額
は
２

枚
目
か
ら
は
窓
口
交
付
よ
り
高
く
な
る

が
、
両
者
を
比
較
し
、
安
い
金
額
で
設

定
し
た
の
で
ご
理
解
賜
り
た
い
。

（
一
問
一
答
方
式
）

【
質
疑
】
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
は
あ
っ

て
は
な
ら
な
い
。
以
前
の
説
明
で
は
本

庁
に
は
取
り
次
ぎ
窓
口
が
設
置
さ
れ
る

が
、
支
所
に
は
設
置
さ
れ
る
の
か
。

【
総
務
部
長
】
取
り
次
ぎ
窓
口
は
本
庁

だ
け
で
あ
り
、
各
支
所
に
つ
い
て
は
、

現
在
あ
る
４
課
を
１
課
に
統
合
し
、
総

合
窓
口
と
し
て
活
用
す
る
の
で
ご
理
解

賜
り
た
い
。

【
質
疑
】
組
織
の
編
成
が
え
は
わ
か
る

が
、
支
所
に
は
権
限
が
な
く
本
庁
と
連

絡
を
取
ら
な
い
と
用
事
が
済
ま
な
い
な

ど
、
合
併
に
よ
り
サ
ー
ビ
ス
が
低
下
し
、

不
便
に
な
っ
た
と
言
わ
れ
る
。
今
度
は

分
庁
舎
方
式
を
採
用
す
る
わ
け
だ
か
ら
、

よ
り
一
層
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
努
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
総
合
窓
口
だ
け
で

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
れ
る
の
か
。

【
総
務
部
長
】
合
併
し
て
不
便
に
な
っ

た
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
あ
く
ま
で
も

支
所
で
あ
る
の
で
組
織
上
本
庁
と
の
連

携
が
必
要
と
な
る
と
い
う
こ
と
で
ご
理

解
い
た
だ
き
た
い
。

【
質
疑
】
本
庁
か
ら
各
支
所
へ
機
能
の

一
部
が
移
転
。
そ
れ
に
伴
い
、
各
支
所

か
ら
本
庁
へ
係
が
出
向
く
と
言
う
が
、

ど
の
よ
う
な
内
容
を
考
え
て
い
る
の
か
。

【
総
務
部
長
】
各
支
所
か
ら
本
庁
へ
出

向
く
と
い
う
の
は
、
車
を
使
用
で
き
な

い
人
を
対
象
に
考
え
て
い
る
の
で
ご
理

解
賜
り
た
い
。

【
質
疑
】
各
支
所
の
活
性
化
の
方
策
は
。

【
総
務
部
長
】
３
支
所
で
は
そ
れ
ぞ
れ

か
な
り
の
職
員
増
と
な
る
。
ま
た
、
支

所
の
組
織
の
再
編
に
伴
う
組
織
力
の
強

化
や
市
民
の
声
を
聞
く
組
織
の
立
ち
上

げ
等
に
よ
り
各
支
所
周
辺
の
活
性
化
を

図
る
の
で
ご
理
解
賜
り
た
い
。

（
一
問
一
答
方
式
）




